
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム・マネ

ジメントの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒や学校、地

域の把握 

 

 

 

 

教育活動の質の向上 

教育課程はあらゆる教育活動を支える基盤となるものであり、学校運営に

ついても、教育課程に基づく教育活動をより効果的に実施していく観点から 

組織運営がなされなければならない。カリキュラム・マネジメントは、学校 

教育に関わる様々な取組を、教育課程を中心に据えながら組織的かつ計画的

に実施し、教育活動の質の向上につなげていくことである。具体的には、 

・児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現

に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと 

・教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと 

・教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改

善を図っていくこと 

等を通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の

向上を図っていくことである。 

 

教育課程は、児童生徒の心身の発達段階や特性及び学校や地域の実態を十

分考慮して編成されることが必要である。各学校においては、各種調査結果

やデータ等に基づき、児童生徒の姿や学校及び地域の現状を定期的に把握し、

保護者や地域住民の意向等を的確に把握した上で、学校の教育目標等、教育

課程の編成の基本となる事項を定めていくことが求められる。 

 

学校の教育活動の質の向上を図る取組は、教育課程に基づき組織的かつ計

画的に行われる必要がある。各学校においては、校長の方針の下で、校務分

掌に基づき教職員が適切に役割を分担しつつ、相互に連携しながら、各学校

の特色を生かしたカリキュラム・マネジメントを行うことが必要である。ま

た、教育課程は学校運営全体の中核ともなるものであり、学校評価の取組に

ついても、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意

が必要である。 

組織的かつ計画的に取組を進めるためには、教育課程の編成を含めたカリ

キュラム・マネジメントに関わる取組を、学校の組織全体の中に明確に位置

付け、具体的な組織や日程を決定していくことが重要となる。校内の組織及

び各種会議の役割分担や相互関係を明確に決め、職務分担に応じて既存の組

織を整備、補強したり、既存の組織を精選して新たな組織を設けたりするこ

と、また、分担作業やその調整を含めて、各作業ごとの具体的な日程を決め

て取り組んでいくことが必要である。 

また、カリキュラム・マネジメントを効果的に進めるためには、何を目標

として教育活動の質の向上を図っていくのかを明確にすることが重要であ

る。次の点に留意し、教育課程の編成の基本となる学校の経営方針や教育目

標を明確にし、家庭や地域とも共有していくことが求められる。 

 

２ 教科・領域等の指導における基本的な考え方 

(2) カリキュラム・マネジメント 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



  １ 教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で 

組み立てていくこと 

教育課程の編成に当たっては、教育課程に関する法令や各学校の教育目標

が定める教育の目的や目標の実現を目指して、指導のねらいを明確にし、教育の

内容を選択して組織し、それに必要な授業時数を配当していくことが必要とな

る。各学校においては、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を選択し、

各教科等の内容相互の関連を図りながら指導計画を作成したり、児童生徒の生活

時間と教育の内容との効果的な組み合わせを考えたりしながら、年間や学期、月、

週ごとの授業時数を適切に定めたりしていくことが求められる。 

その際、「何を学ぶか」という教育の内容を選択して組織していくことと同時に、

その内容を学ぶことで児童生徒が「何ができるようになるか」という、育成を目指

す資質・能力を指導のねらいとして明確に設定していくことが求められていること

に留意が必要である。教育課程の編成に当たっては、教科等横断的な視点に立った

資質・能力の育成を教育課程の中で適切に位置付けていくことや、各学校において

具体的な目標及び内容を定めることとなる総合的な学習（探究）の時間において教

科等の枠を超えた横断的・総合的な学習が行われるようにすること等、教科等間の

つながりを意識して教育課程を編成することが重要である。 

 

２ 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと 

各学校においては、各種調査結果やデータ等を活用して、児童生徒や学校、

地域の実態を定期的に把握し、そうした結果等から教育の目的や目標の実現

状況や教育課程の実施状況を確認し分析して課題となる事項を見いだし、改

善方針を立案して実施していくことが求められる。 

 

３ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改 

善を図っていくこと 

教育課程の実施に当たっては、人材や予算、時間、情報といった人的又は

物的な資源を、教育の内容と効果的に組み合わせていくことが重要となる。

学校規模、教職員の状況、施設設備の状況等の人的又は物的な体制の実態は、

学校によって異なっており、教育活動の質の向上を組織的かつ計画的に図っ

ていくためには、これらの人的又は物的な体制の実態を十分考慮することが

必要である。そのためには、特に、教師の指導力、教材・教具の整備状況、地

域の教育資源や学習環境（近隣の学校、社会教育施設、児童生徒の学習に協力する

ことのできる人材等）等について具体的に把握して、教育課程の編成に生かすこと

が必要である。 

《参考資料》 

□「豊かな学びをつなぐカリキュラム・マネジメントハンドブック」（京都府総合教育センター  令和２年３月） 


